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北北
身身
協協
通通
常常
総総
会会
をを
開開
催催

新新
年年
度度
のの
事事
業業
計計
画画
・・
予予
算算
案案
なな
どど
をを
審審
議議
・・
決決
定定

社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
赤
坂
勝
会
長
・
加
盟
団
体

五
十
一
団
体
）
は
、
五
月
十
四
日
�
、
札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー

で
通
常
総
会
を
開
き
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
等
を
審
議
し
、
提
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。

議
事
に
先
立
ち
協
会
物
故
者
に
対

し
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。
次
に
開

会
に
当
た
っ

て
赤
坂
会
長

か
ら
「
国
に

お
い
て
は
障

が
い
者
が
参

加
し
た
障
が

い
者
制
度
改
革
の
検
討
が
進
ん
で
い

る
。
ま
た
、
北
海
道
に
お
い
て
も
障

が
い
者
条
例
が
施
行
さ
れ
、
こ
の
四

月
か
ら
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
や
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
少
し
ず
つ
共

生
社
会
に
向
け
た
環
境
が
整
い
つ
つ

あ
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
今
日
は
、

年
一
回
の
通
常
総
会
で
あ
る
こ
と
か

ら
活
発
な
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
に
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
北

海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局
障
が
い
者

保
健
福
祉
課
坂
本
明
彦
（
さ
か
も
と

あ
き
ひ
こ
）
課
長
か
ら
自
己
紹
介
の

後
、「
道
に
お
い
て
は
、
今
年
四
月

か
ら
北
海
道
障
が
い
者
条
例
が
施
行

さ
れ
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
権
利

擁
護
や
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
第
二
期
北
海
道
障
が
い
福
祉
計

画
に
基
づ
き
施
設
等
か
ら
地
域
へ
の

移
行
や
就
労
支
援
、
社
会
参
加
の
促

進
等
に
向
け
、
障
が
い
の
あ
る
方
々

が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
様
々
な
取
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
今
後
と
も
円
滑
な
推
進
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。」

と
祝
辞
が
あ
っ
た
。
続
い
て
日
身
連

北
海
道
・
東
北
収
益
事
業
所
鈴
木
諭

（
す
ず
き
さ
と
し
）
所
長
か
ら
「
収

益
事
業
は
、
昔
の
よ
う
に
配
分
が
で

き
な
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
少
し

で
も
皆
様
に
還
元
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
の
で
、
引
き
続
き
、

地
域
住
民
の
方
々
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
収

益
事
業
の
売
上
げ
に
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
議

長
団
と
し

て
上
川
支

庁
地
区
身

体
障
害
者

福
祉
協
会

小
林
忠
義

（
こ
ば
や

し
た
だ
よ

し
）
会
長

と
、
紋
別

市
身
体
障

害
者
福
祉

協
会
斉
藤

真
規
雄
（
さ
い
と
う
ま
き
お
）
会
長

が
選
任
さ
れ
、
ま
た
、
議
事
録
署
名

人
と
し
十
勝
地
区
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
大
橋
貞
一
（
お
お
は
し
て
い
い

ち
）
氏
、
千
歳
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
伊
東
ミ

ツ
子
（
い

と
う
み
つ

こ
）
氏
が

指
名
さ
れ

た
。
議
案

等
が
次
第

に
沿
っ
て

審

議

さ

れ
、
そ
の

結
果
、
提

案
さ
れ
た

平
成
二
十

一
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
案
、
収

支
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
は
、
提
案

ど
お
り
承
認
・
決
定
さ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
案

■
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

一

加
盟
団
体
活
性
化
の
た
め
の
事

業
支
援
の
拡
充

二

情
報
発
信
の
充
実
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
刷
新
）

三

公
益
法
人
改
革
へ
の
対
応
検
討

■
事
業
の
概
要

一

協
会
の
適
切
な
運
営

①
総

会

五
月
十
四
日
�

②
理
事
会

五
月
十
三
日
�

三
月
中
旬
ほ
か

③
監
事
会

年
三
回
程
度

④
全
道
大
会
推
進
委
員
会

・
七
月
上
旬
（
予
定
）

・
十
一
月
下
旬
（
予
定
）

⑤
組
織
検
討
委
員
会

・
年
三
回
程
度

⑥
加
盟
団
体
事
務
担
当
者
会
議

・
六
月
十
日
�

二

第
五
十
九
回
全
道
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
帯
広
大
会
の
開
催

①
主
催

北
身
協
・
帯
広
身
障
協
会

②
共
催

帯
広
市
・
帯
広
市
社
協

③
日
時

十
月
十
六
日
〜
十
七
日

④
会
場

帯
広
市
民
文
化
ホ
ー
ル

⑤
参
加
者

一
〇
〇
〇
人（
予
定
）

⑥
内
容

要
望
事
項
の
協
議
、
大

会
宣
言
、
大
会
決
議
、
会
長

表
彰
、
知
事
表
彰

三

組
織
強
化
活
動

①
組
織
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

今
後
の
協
会
の
あ
り
方
（
特
に

新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
）

に
つ
い
て
検
討
協
議

②
加
盟
団
体
事
務
担
当
者
会
議
の

開
催
（
再
掲
）

四

自
主
財
源
の
確
保

五

啓
発
・
広
報
と
組
織
活
動

①
機
関
紙
（
身
障
新
聞
）
の
発
行

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

六

他
組
織
と
の
相
互
協
力
・
連
携

七

要
約
筆
記
奉
仕
員
研
究
会
議
並
び

に
要
約
筆
記
技
術
研
修
事
業
の
実
施

八

情
報
通
信
技
術
講
習
会
等
事
業

の
実
施

九

身
体
障
が
い
者
雇
用
促
進
・
社

会
参
加
促
進
事
業
（
拡
充
）

働
け
る
障
が
い
者
の
雇
用
を
促

進
し
又
は
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
に
加
盟
団
体
又
は
個
人
が
行

う
事
業
等
に
対
し
て
助
成
す
る
。

�

対
象
事
業
例

①
雇
用
促
進
を
目
的
と
し
た
研
修

会
、
研
究
集
会
等

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
職
業
安
定
所
）

と
の
協
議
会
、
情
報
交
換
等

③
企
業
等
訪
問
活
動

④
就
業
の
た
め
の
相
談
活
動

⑤
健
康
管
理
、
健
康
増
進
の
た
め

の
研
修
会
等

⑥
ス
ポ
ー
ツ
、運
動
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
活
動
又
は
講
習
会
等

⑦
ス
ポ
ー
ツ
、
運
動
に
必
要
な
器

具
の
購
入

⑧
全
道
規
模
の
福
祉
大
会
及
び
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
支
援

⑨
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
へ

の
参
加
支
援

⑩
福
祉
機
器
、
自
助
具
の
開
発

�

予
定
数

三
十
団
体
程
度

�

予
算
額

九
十
万
円

十

小
規
模
作
業
所
緊
急
支
援
事
業

の
実
施

十
一

北
海
道
障
害
者
社
会
参
加
推

進
セ
ン
タ
ー
の
運
営

�

北
海
道
障
害
者
社
会
参
加
推

進
協
議
会
の
設
置

�

委
託
事
業
の
実
施

①
障
が
い
者
一
一
〇
番
運
営
事
業

②
生
活
訓
練
事
業

③
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
事
業

④
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業

⑤
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相

談
員
専
門
研
修
事
業

⑥
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣

事
業

十
二

奨
学
金
事
業
の
推
進

十
三

福
祉
機
器
の
開
発
・
研
究
・

普
及
等
援
助
基
金
の
運
営

基
金
を
閉
鎖
し
、残
原
資
を
ろ
う
あ

者
奨
学
金
・
明
星
奨
学
金
へ
繰
入
れ

十
四

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
（
�

北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協

会
ほ
か
主
催
）

一
般
会
計
収
支
予
算
案

一

収
入
の
部
（
単
位

千
円
）

会
費
収
入

二
、八
〇
六

道
補
助
金
（
※
）

一
六
、八
五
八

委
託
費
収
入

一
〇
、七
三
〇

事
業
配
分
金

一
、一
〇
〇

広
告
料

五
三
二

雑
収
入

八
一

他
会
計
繰
入
金

三
〇
〇

当
期
収
入
合
計

三
二
、四
〇
七

前
期
繰
越
収
支
差
額

八
四
六

収
入
合
計

三
三
、二
五
三

二

支
出
の
部
（
単
位

千
円
）

事
務
費

八
、五
一
九

会
議
費

八
五
〇

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

六
、六
七
四

事
業
費

八
、〇
四
四

委
託
事
業
費

八
、九
六
六

予
備
費

二
〇
〇

支
出
合
計

三
三
、二
五
三

※
小
規
模
作
業
所
緊
急
支
援
事
業

補
助
金
二
二
〇
万
円
を
含
む
。

そ
の
他
報
告
事
項
等

①
「
第
五
九
回
全
道
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
帯
広
大
会
」（
十
月

十
六
日
・
十
七
日
開
催
）
及
び

「
第
六
〇
回
全
道
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
（
千
歳
市
）」（
平
成

二
十
三
年
度
の
開
催
地
）
に
つ

い
て
事
務
局
か
ら
説
明
。

②
新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
に

つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
。

③
そ
の
他
、
士
別
協
会
か
ら
会
費

の
手
帳
交
付
者
の
取
扱
い
の
要

望
、
宗
谷
支
庁
地
区
協
会
か
ら

名
称
変
更
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行
会員購読料（年）９０円

（会費に含む）
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

総会に出席された加盟団体の皆さん

喬

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

赤坂 勝会長

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

総会に出席いただいた来賓の皆さん

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２２年６月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６７５号）（１）



 

訓練開始
８月から
１０月から
１２月から

募集期間
６月７日�～６月２４日�
６月７日�～８月２３日�
６月７日�～８月２３日�

募集定員
９０名
１０５名
１０５名

区分
第１期
第２期
第３期

コースの内容
パソコン操作やタイピング、文書の打ち込みなどの経験のある方が
対象です。１日３時間程度（月５４時間）の基礎訓練、月２８時間以上
の応用訓練を経て技術を修得します。
Ａコースほどのパソコン操作の経験はない方が対象です。１日３時
間程度（月５４時間）の基礎訓練、月２８時間以上の応用訓練を経て技
術を修得します。
訓練のための時間を多く取れない方が対象です。１日１．５時間程度
（月３６時間）の基礎訓練、月１６時間以上の応用訓練を経て技術を修
得します。

コース

Ａコース

Ｂコース

Ｃコース

�
�
�
�
�
�
�
�
	



本
年
五
月

十
八
日
、
第

五
十
五
回
日

本
身
体
障
害

者
福
祉
大
会

お
お
さ
か
大

会
に
お
い
て
、
日
身
連
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
、
北
海
道
か
ら
社
団
法
人
旭

川
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
顧
問
の
荒

川
繁
雄
さ
ん
（
七
十
五
歳
）
が
受
賞

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
に

お
い
て
も
お
元
気
に
ご
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
荒
川
繁
雄
さ
ん
の
経
歴
）

荒
川
繁
雄
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年

か
ら
社
団
法
人
旭
川
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
の
理
事
と
な
り
、
平
成
八
年

か
ら
同
協
会
会
長
に
就
任
。
平
成
二

十
一
年
に
会
長
を
退
任
し
、
現
在
は

同
協
会
の
顧
問
に
就
任
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
平
成
九
年
か
ら
平
成
二

十
一
年
ま
で
の
十
二
年
間
、
社
団
法

人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の

理
事
と
し
て
北
身
協
の
運
営
に
尽
力

し
、
ま
た
平
成
二
十
一
年
ま
で
同
会

の
副
会
長
の
要
職
も
務
め
て
い
た
。

�
�


�
�


�
�
�
�

北
身
協
が
管
理
・
運
営
し
て
い
る

「
道
新
コ
ス
モ
ス
奨
学
金
」、「
北
海

道
明
星
奨
学
金
」
及
び
「
北
海
道
ろ

う
あ
者
奨
学
金
」の
運
営
委
員
会
が
、

六
月
三
日
�
、
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
運
営

委
員
会
で

は
、
道
内
の

高
等
養
護
学

校
、
高
等
支

援
学
校
、
高

等
盲
学
校
、

高
等
ろ
う
学

校
な
ど
か
ら

提
出
さ
れ
た

申
請
内
容
を

審
査
し
た
結

果
、
道
新
コ

ス
モ
ス
奨
学
金
奨
学
生
四
十
七
人
、

明
星
奨
学
金
奨
学
生
八
人
、
ろ
う
あ

者
奨
学
金
奨
学
生
八
人
を
、
そ
れ
ぞ

れ
選
考
・
決
定
し
た
。
今
後
、
こ
れ

ら
奨
学
生
に
は
月
五
千
円
の
奨
学
金

が
年
二
回
に
分
け
て
支
給
さ
れ
る

が
、
自
立
へ
の
意
欲
を
持
っ
て
生
活

し
、
学
業
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
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おお知知ららせせ（（パパソソココンン貸貸与与事事業業））
北身協の平成２２年度の事業である「パソコン貸与事業」についてお知らせします。
貸与希望者は、次の事項を十分理解の上、直接、北身協に申込みください。
１ 対象者
身体障害者手帳の交付を受けている方又は福祉関係団体です。

２ 事業の内容
� 現在、６台貸与可能ですが、郵便等による託送による方法で申込者に貸与し
ます。
� セッティング等は申込者において行うこと。（この際、パソコンボランティ
ア派遣事業の利用が可能です。）
� 貸与期間中の管理義務は申込者にあるので、注意して大切に使用すること。
� 貸与期間は、原則、６ヶ月以内です。
３ 費用負担
� 貸与パソコンの利用は無料です。また、貸出し時の託送費用は北身協が負担
します。
� 利用期間中の消耗品、トラブル修復に係る費用及び返却にかかる費用は、申
込者の負担となります。

４ 申込先
社団法人北海道身体障害者福祉協会
住 所 ０６０�０００２ 札幌市中央区北２条西７丁目

道民活動センター（かでる２・７）４階
電 話 ０１１－２５１－１５５１ ファックス ０１１－２５１－０８５８
E�mail info@hokusinkyo．or．jp

おお知知ららせせ（（ＩＩＴＴ活活用用等等にによよるる在在宅宅就就業業支支援援事事業業研研修修生生募募集集））
北海道では、ひとり親や障がいのある方の経済的な自立を目的として、ＩＴを活
用した在宅就業希望者を対象に「ＩＴ活用等による在宅就業支援事業」を実施しま
す。事業の実施期間は平成２２年度から平成２３年度までの、全３期・３００人の研修生
を募集します。
なお、応募要件、募集定員、募集期間などは次のとおりです。
１ 応募要件（以下の全ての要件を満たす方）
� ひとり親であること、もしくは障がい者であること。
� ｅ－ラーニングを中心とした訓練に積極的に取組むことができること。
� 訓練中に行われる集合研修に参加できること。
� 事業の趣旨をよく理解し、研修やＯＪＴに意欲を持って取組めること。
２ 募集定員、募集期間、訓練開始の時期（３期に分けて募集）

３ 訓練コース（パソコン操作の経験と訓練時間により３つのコースから選べます。）

４ 事業内容に関する問合せ
北海道在宅就業支援センター ｅ－ＨＯＴプロジェクト
フリーダイヤル ０１２０－９７７－８８７
詳しくは⇒URL：http：／／www．e�hot．jp／
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受受
賞賞
者者
かか
らら
のの
おお
便便
りり

平
成
二
十
一
年
度
の
年
間
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
た
方
々
か
ら
喜
び
の
お
便

り
が
届
い
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

■
短
歌（
釧
路
町
大
道
恵
美
子
さ
ん
）

こ
の
度
は
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
大
変
嬉
し
く
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
若
く
し
て
大
世
帯
の
釧

路
に
嫁
ぎ
、
年
中
無
休
で
懸
命
に
働

き
ま
し
た
。
朝
は
五
時
起
き
で
、
皆

に
朝
食
を
つ
く
り
、
掃
除
も
そ
こ
そ

こ
に
店
に
来
て
、
ま
た
掃
除
、
薪
割

り
、
煙
突
掃
除
と
、
目
の
廻
る
様
な

感
じ
で
し
た
。
昔
の
北
海
道
の
人
達

の
苦
労
は
大
変
だ
っ
た
の
だ
、
と
思

い
知
り
ま
し
た
。
主
人
の
両
親
や
祖

母
の
入
・
退
院
の
た
び
に
夜
も
病
院

へ
泊
り
込
み
の
看
護
で
し
た
。
幾
度

も
の
入
退
院
を
く
り
返
す
祖
母
や
姑

ら
を
看
取
り
、
四
十
九
日
を
済
ま
せ

た
後
、私
は
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
ぐ
入
院
、手
術
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
神
様
が
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
休
養

と
」
云
ふ
叔
母
も
い
ま
し
た
が
、
回

復
後
、
気
を
つ
け
、
い
ろ
い
ろ
と
努

力
を
し
て
た
ら
心
筋
梗
塞
に
な
り
、

一
時
は
命
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ

以
後
は
余
り
無
理
で
き
ず
、
生
き
て

い
る
証
し
と
、
趣
味
の
一
つ
に
と
短

歌
を
始
め
ま
し
た
。（
紙
面
の
都
合

で
一
部
省
略
し
ま
す
。）

礼
状
と
思
い
つ
つ
書
い
て
い
る
う
ち

に
、外
は
朝
よ
り
冷
た
い
雨
、つ
い
手
が

す
べ
っ
て
し
ま
い
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。取
り
急
ぎ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
俳
句（
恵
庭
市

西
島

明
さ
ん
）

こ
の
度
、
私
の
俳
句
が
優
秀
賞
に

決
ま
っ
た
と
言
う
朗
報
と
記
念
品
を

頂
戴
し
、
感
激
と
同
時
に
身
に
過
ぎ

る
光
栄
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

入
会
し
て
い
る
町
内
会
の
老
人
ク

ラ
ブ
で
奨
め
ら
れ
て
、
初
め
て
俳
句

を
作
り
毎
月
細
々
と
継
続
し
て
七
年

目
に
な
り
ま
し
た
が
、
さ
っ
ぱ
り
進

歩
し
な
い
俳
句
を
、
毎
月
身
障
新
聞

に
掲
載
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
有
り

難
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
に
続
い
て
優
秀
賞

を
頂
い
た
こ
と
を
今
後
の
励
み
に
し

て
俳
句
作
り
を
続
け
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
お
礼
の
言
葉

と
致
し
ま
す
。

■
川
柳（
北
広
島
市

本
多

司
さ
ん
）

こ
の
度
、
私
の
よ
う
な
者
に
優
秀

賞
、
記
念
品
を
頂
き
、
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
緑
内
障

を
患
い
視
野
が
狭
く
日
常
の
生
活
に

も
不
自
由
な
毎
日
で
す
が
、
ハ
ン
デ

ィ
に
負
け
ず
生
涯
学
習
と
し
て
川
柳

を
通
し
て
今
後
と
も
頑
張
っ
て
い
く

所
存
で
す
。
受
賞
に
際
し
簡
単
粗
辞

で
す
が
御
礼
方
々
一
報
ま
で
。

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
悩
み
ご
と

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」へ

電

話
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

荒川繁雄さん

運営委員会で審査する委員の皆さん

（２）（第６７５号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２２年６月２５日）


